（Ｈ24年5月）

· 「新社会人の胸の内」と「職場の先輩たちの胸の内」が明らかに！
化学・薬品メーカー大手のライオン株式会社が、新社会人応援プロジェクトの一環で、新入社員時代（入社1年未満）にプレッシャーを感じた上司の言葉に関する調査を社会人２年目の20代男女500名に実施したところ、以下のような結果となりました。

第1位「言っている意味わかる？」（35.2％）

第2位「そんなこともわからないのか」（24.0％）

第3位「期待しているよ」（23.6％）

一方、就職情報関連会社大手の株式会社マイナビ（旧社名：㈱毎日コミュニケーションズ）が自社のニュース会員1,000人に対し、新入社員に言われてイラっとした言葉に関する調査を実施したところ、以下のような結果となりました。

第1位「チッ（舌打ち）」（64.0％）

第2位「わかってますけど」（42.3％）

第3位「それで？」（33.0％）

大卒新入社員の30％は入社3年以内に退職する、という調査結果も出ているようですが、なぜ昨今の若者はせっかく苦労してつかんだ正社員という身分を比較的短い期間でいとも簡単に（？）放棄してしまうのでしょうか？
その答えは「ゆとり教育の弊害」と「携帯電話やＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サービス）等のＩＴツールの負の局面」にあるように私には思えてなりません。
ゆとり教育とは、「個性を伸ばそう」「落ちこぼれをなくそう」という掛け声のもと、テストの成績に偏りすぎた評価から、授業態度やノートの中身、部活動への取り組みといった「観点別評価」へとその重点を移すと共に、競争や順位付けを極力排除した教育でした。そのような環境で育った子供たちはいろいろな面を評価してもらうことに慣れ親しみ、他者と比較されることもほとんどないままに育ったわけです。その結果、典型的な例として、自分の良さを評価してもらえないのは周りのせいだとか、周りと違うやり方やスタイルは自分の個性であって尊重されるべきだ、といった自己中心的な考え方を持つ人が増え、それを職場の上司が少しでも注意すると「嫌われた」「自分を理解してくれない」といった感情を抱いたり、逆に「がんばれ」「期待しているよ」という言葉に対しては、自分はほどほどにがんばりたいのに過度に期待されてプレッシャーだと感じたりするわけです。そして、会社で傷ついた心を癒す手段としてメールやＳＮＳが活用され、同じ考えを持った同世代の仲間と密な関係を築いて自分の正当性を再確認し、安心することになります。そのような見方をすれば、上記の調査結果も少しは理解できるようになったのではないでしょうか？
しかし、彼らはある意味では「時代の犠牲者」ともいえます。彼らにすれば好きこのんで「ゆとり教育」を受けたわけでも、ＩＴサービスの提供を受けたわけでもありません。たまたまそのような社会情勢の時に生を受けたに過ぎません。であるならば、ゆとり教育で培われた良い面を伸ばしつつ、ビジネスの社会で通用するマナーや考え方を再教育する責任が私たちには課せられていると考えるべきではないでしょうか。
世の中は多様性の時代です。異質なものを排除するのではなく、多様な発想でこれから直面するさまざまな困難を打破できるような柔軟な企業体質を獲得するためにも、あらゆる人財を活かす取り組みがますます必要になってくるといえるでしょう。　（工藤克己）
